
 

  

ホテル日航福岡 
Hotel Nikko Fukuoka 

チャペルプリエール  
秋の定期演奏会 
Monthly Concert  
in Chapel Priére 

 

No.224 

10 月 2 日(土)16:30 開演 
 

池田 泉 
オルガンリサイタル 
－ファンタジック・コラール－ 

 

バッハ：幻想曲とフーガ ト短調 BWV542 

バッハ：トリオ ニ短調 BWV583 

モーツァルト：幻想曲 へ短調 KV608 

モーツァルト／リスト：アヴェ・ヴェルム・コルプス 

リスト：コラール「我らにまで救いの波にまで」 

による幻想曲とフーガ 
 

10/2 Sa. 16:30 
Specialist of Chamber Music 
Izumi Ikeda Organ Recital 
J.S. Bach ; Fantasie und Fuge g-moll BWV542  

W.A. Mozart ; Fantasie f-moll KV 608 

Mozart / Liszt ; Ave verum corpus 

F. Liszt ; Fantasie und Fuge über den Choral „Ad nos, ad salutarem undam“ 
 

¥4.000 (Concertclub member ¥3.200, Student ¥2.200) 

+81 (0)92 482 1111  Mail ; chapel@hnf.co.jp  

https://www.hotelnikko-fukuoka.com/ 4 

 

No.225 11 月 7 日(日)16:30開演(予定)  
ジャン・フィリップ・メルカールト オルガンリサイタル 
Jean Philippe Merkaert Organ Recitalバッハ、デュプレ、フランク、グリニーの作品 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.hotelnikko-fukuoka.com/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中間部は「ザ・モーツアルト」ともいえる穏やかな緩徐楽章ですが、前

半と後半はフランス風序曲の様式で書かれ、そのフーガの完成度は

バッハの影響受けた名作と言うにふさわしい楽曲です。 

◆まるで1人でオーケストラとピアノを担う「一人ピア

ノ協奏曲」！！ リスト作曲コラール「我らにまで救

いの波にまで」による幻想曲とフーガ ハ短調  

ピアノの名手、交響詩の創始者として知られるリストですが、交響詩

などを書いたヴァイマル時代に、同地のオルガニストやメルゼブルク大

聖堂のオルガンのために、「バッハの名による前奏曲とフーガ」などの

名曲を残しています。そして、晩年カトリックの助祭として「出家」してか

らは数多くの小品を手掛け、かなりの数のオルガン作品を残していま

す。その中でも最大の規模を持つのは、コラール「我らにまで救いの波

にまで」による幻想曲とフーガ ハ短調です。それは正に1人でオーケ

ストラとピアノを担う「一人ピアノ協奏曲」。オーケストラの様な壮大さと

色彩感にピアノのようにヴィルトゥオージックなパッセージを両立させ、

ドイツ・盛期ロマン派最大の名曲に数えられています。 
 

池田 泉（オルガン）  
東京芸術大学オルガン科卒、同大学院修了。 

在学中安宅賞。DAAD給費留学生としてドイツ・ 

ハンブルク音楽大学に留学。オルガンをハインツ 

･ヴンダーリヒをはじめ酒井多賀志、秋元道雄、H・ 

ピュイグ＝ロジェの各氏に、チェンバロを山田貢、 

鈴木雅明に師事。東京芸大、青山学院、福岡女 

学院などで教鞭を執った後、1998年より大オルガ 

ンを有するホテル日航福岡ミュージックディレクター 

として正に「カントール」というべき内容の演奏活動を展開。オルガンの

みならず、コレギウム・プリエール合唱＆合奏団を率いても演奏活動を行

う。以来、毎年ヨーロッパツアーを展開し、パリ・ノートルダム大聖堂をは

じめ、ドイツ、フランス、イタリアなど各地の大聖堂・主要教会でのリサ

イタルは高い評価を受ける。このような国際的な演奏活動を通じ、独

仏19世紀のオルガンの研究を深め、その成果をオルガン研究会やオ

ルガニスト協会年誌に論文として発表。教育家としても多くの新進オル

ガニストを育成している。日本オルガニスト協会、日本オルガン研究会会

員、日本基督教団福岡中部教会オルガニスト。 

◉ 10 月の聴きどころ 

ファンタジック・コラール バッハ以降の幻想曲 

◆この「大フーガ」があるからこその名曲「小フーガ」！ 

バッハ作曲 幻想曲とフーガ ト短調「大フーガ」BWV542 

 この曲の冒頭、連呼する分厚い和音上に、物語の開始を告げるか

のようなレチタティーボ。その和声進行は、「Herr! Herr! Herr! (主よ

主よ主よ！)」と、叫ぶヨハネ受難曲の冒頭を彷彿とさせます。そし

て、基調となる半音階はゴルゴタへの道、不協和音は人の罪や十字

架の苦しみを、高音に現れ低音まで走る32分音符は天から地へ、そ

して黄泉にまで降る様子・・・とそれは受難曲の世界です。 

 また、全体は激しい自由な部分と厳格なフゲッタが交互に現れる５

つの部分から構成されていますが、“５”は、キリストの体の５箇所の聖

傷（すなわち、両手首、両足首、右脇腹の槍の傷）や５文字である

Jesus（イエス）の名を象徴する数として用いられます。 

そして、通称「大フーガ」。このフーガあってこその名曲「小フーガ」で

あり、美しさもスケールも凌駕しています。引き続き受難の表現もあり

ますが、むしろ死体に巻かれた布がほどける様子や起き上がるキリス

ト、墓へと走る弟子達など、復活の表現が散りばめており、全曲で「受

難と復活」をテーマとした壮大な構想を感じることができます。 

◆「大フーガ」と同じ3つのモティーフで全く別の曲

が！バッハ作曲トリオ ニ短調 BWV582 

バッハは前出の「大フーガ」と同じの３つの主題モティーフを用い

て、穏やかで哀愁に満ちた世界を作り上げています。同じ素材を用

いて全く異なる「受難と復活」表現はバッハの天才ぶりを証明するも

のでありますが、幻想曲とフーガト短調との関連性はどのように捉える

べきか、何の手がかりもないので、音楽家の妄想を膨らませてくれる

悩ましい楽曲でもあります。 

◆モーツアルト最後の年の名曲に入れて欲しい！ 

モーツアルト作曲 幻想曲 ヘ短調 KV.608 

モーツアルトは晩年、スヴィーテン男爵のサロンでバッハの作品から大

いなる感化を受け、その後のソナタ楽曲でのフーガの使用など明ら

か大きな影響を受けました。一般には最後の年の名作と言えばオペ

ラ「魔笛」「レクイエム」が挙げられますが、この「幻想曲ヘ短調」も小

規模ながらも高い完成度を持ちます。全体は３つの部分からなり、 

 


